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働く GW 
  
世間は連休さなか、小生の勤務する大学は休みじゃなく、しかも小生が教室に行かないと始ま
らないとされている授業があり、さらにそれが１限にある曜日だったのでしかたなく朝の通勤
電車に。 
  
いつもより若干空いた電車。ああお前も休みじゃないのか、やあ君も、などと声をかけあうは
ずもなく、みな伏し目がちにおのれの不幸を呪っている。 
  
大学教員の商売は人が働いているときによく休んでいる（ように見える---注:実際はものすご
く働いている。原稿を書いたり、いびきをかいたり、ヘソをかいたり大変に忙しい）ので、こ
んなときくらいしかたがないと思えばいいものを、人が休んでいるのをうらやまずにはいられ
ない。そのようなあくなき欲求こそが知の探求の原動力なのだ。 
  
昼間の電車ではいかにも今日は休みだぞと言わんばかりのオジサンたちの姿が目に入る。ネク
タイたちを尻目に優越感を楽しんでいるのだろう。しかしながら、どうにもオジサンはカジュ
アルな服装が苦手な人が多い。家なしさんと区別しがたいチョイワルオヤジもいる。 
  
本人は休日気分を周りにアピールしようと思っているのか、見せびらかすように駅や車中でア
ルコールをたしなんでいる。が、だいたい缶チューハイか発泡酒を飲んでいるので、やはりチ
ョイ金持ちの家なしさんに見えてしまい、小生ですらうらやましがらない。ていうか気持ち悪
い。オジサンの小生が気持ち悪いのだから、もっと若い人たちは目を背けても当然だ。 
  
菊地凜子のアカデミー賞ノミネートで話題になった『バベル』は鑑賞中に気分が悪くなった人
がいて、その原因は光が点滅するシーンやブランコが揺れるシーンなどらしい。そのようなシ
ーンでは、直視しないようにと注意が促されている。直視しないでと訴えた映画がかつてあっ
ただろうか。 
  
被害者が意外に少ないのも直視しないことに慣れている人が多いからかもしれない。オジサン
も直視を避けられているので、この社会で許容されているとも言える。ちなみに小生を直視す
るのはうちの犬くらいなもので、学生たちなどは注意深く小生への直視を避けているようだ 


